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放 射 線 科 の 紹 介 放射線科  主任医長 若田 ゆき

　放射線科は常勤医１名、常勤技師６名体制で診療科
や地域の医療機関からの依頼によりCT・MRI・マンモ
グラフィー・DEXA（骨密度測定）・血管造影・透視など
の検査をおこなっています。

　近年、MRIやCTは様 な々種類の画像が登場しており、
当科でも積極的に取り入れています。

　CTでは、GE社製Revolution HDを用い、被曝低減と
高画質を兼ね備えた検査が可能です。金属インプラント
による画像の乱れを低減させる画像処理が可能です。

　MRIでは、フィリップス社製Intera Achieva dStream
1.5Tを導入しており、様 な々画像を新たに追加しました。

　例えば、骨盤cine MRI（動的MRI）です。骨盤臓器脱
の診断のために、安静時から腹圧をかけた状態までを
動的に撮影するMRIです。
骨盤内の下垂の状態（膀
胱、子宮、直腸）を一元的に
評価することができます。

（また、骨盤臓器脱の原因
となっている軟部組織（筋
肉や靭帯）の評価にも有用

といわれています。） 【図１】

　そのほか、Bone like image（CT like image）を始め
ました。CTに似たコントラストで骨形態の評価が可能
です。X線を使わないので被曝がありません。 【図２】

　股関節では、通常撮像される冠状断や水平断に加え
て関節唇の描出のため、放射状断の撮像が可能です。
微細な損傷の評価ができます。 【図３】

　検査に関しての疑問が
ありましたら、お気軽にお
問い合わせください。

心 不 全 チ ー ム の 紹 介 心不全チーム  看護師 川野 未来

　心不全の患者さんは、入退院を繰り返すたびに病態
が悪化するため、再入院しないように日常生活の中で
心不全の管理をすることが重要です。管理をしながら
自宅などで生活するためには、介護・医療の面から様々
なサポートが必要になります。入院時から退院後の生
活を見据え、必要なサポートを見出し調整することは、
療養生活の質の向上に繋がると考え、チーム活動をお
こなっています。メンバーは、循環器内科医師・薬剤師・
理学療法士・管理栄養士・臨床心理士・退院調整看護
師・病棟看護師という多職種で構成されています。

　チーム目標は「急性病態を速やかに改善し、機能低
下を最小限にとどめること」と「心不全患者が地域で適
切に療養できるように多職種で支援すること」です。活
動内容として、毎週月曜日に心不全カンファレンスをお
こない、対象患者の情報や問題点、介入点など多職種
で共有しています。

　患者さんによって、病気や療養環境は異なります。そ
こで、心不全増悪に至った背景はどこにあるか、生活指

導の対象者はだれか、どのような社会支援が必要かア
セスメントし、心不全のステージに沿った介入をしてい
ます。また、昨年度よりIPOS（Integrated Palliative-

care Outcome Scale）を使用し、心不全患者の身体的

苦痛だけではなく、家族との関係や精神的苦痛、スピリ
チュアルペインなどを含めた、より包括的な介入に繋
げられるように取り組んでいます。

　当院の心不全患者の平均年齢は85歳を超えて、90
歳や100歳の方も珍しくありません。本来であれば、塩
分制限や服薬指導など生活指導が必要なところ、食事
摂取や複数ある内服を管理することが難しい方が多く
おられます。急性期の心不全には、高確率で低栄養が
存在しており、低栄養は心不全の予後を左右する重要
な因子です。高齢心不全患者の栄養状態改善や、確実
な内服をするためにはどうしたらよいかをチームで話し
合い、介入しています。

【図3】

【図1】

　電子処方箋とは、紙で発行している処方箋を電子的にもやり取りで
きるようにしたものです。複数の医療機関や薬局で直近に処方・調剤
された情報の参照、それらを活用した他院のお薬との飲み合せチェッ
クなどができます。ご不明な点は、お気軽におたずねください。

〈お問い合わせは診療情報管理室まで〉

電子処方箋に対応しています！

糖尿病療養について

【ねっと版糖尿病教室】を
情報発信しております。

ねっと版糖尿病教室のお知らせ

　令和4年4月1日より、当院を利用される方の利便性向上のため、全
棟において無料Wi-Fiサービスをご利用いただけます。詳しくは病院
ホームページまたは院内掲示にてご確認ください。

市立芦屋病院　
 無料Wi-Fi　サービス

当院はマイナンバーカードを
健康保険証として利用できます。

www.ashiya-hosp.com/kyoushitsu/tounyou.html

【連携医療機関URLホームページ】
https://www.ashiya-hosp.com/gairai/iryoukikan.html

※ 講演当日はマスク着用の上、ご参加ください
※ 当日の体温が平熱以上ある場合や風邪症状があるなど体調不良の場合は、
　来場をお控えください

閲覧自由

詳しくは
こちらから!

当院ホームページから連携医療機関の
ホームページへアクセスができます！！

パソコン、携帯電話、
タブレットなどから
ご利用ください

〈時間〉 午後２時～３時３０分  〈定員〉 90人  〈受講〉 200円（1回）

7月１３日（土）

8月 3日（土）

手術室って、どんなところ？ 外　科 南　 正人 医師

認知症と生活習慣病 脳神経内科 片岡 政子 医師

芦屋市民センター
401室

日　時 場　所 内　容 講　師

　当院では、さまざまな疾病に対する知識の普及啓発を
目的とした講演会として、毎年「あしや健康フォーラム」を
開催しております。
　今年度は「全ての人に知って欲しい女性の病気」を
テーマとし、家族やパートナーにも知っていただきたい「女
性の病気」について講演をおこないます。ぜひ講演にお
越しいただき、自身が気づかないうちに進行する症状、予
防策などについて学びましょう。

2024年度上半期  

最新情報につきましては、
今後、当院ホームページにて掲載を予定しております。

あしや健康フォーラム2024

【日時】 令和６年９月7日（土）午後1時30分～午後4時

【会場】 芦屋市民センター
 ルネサンス クラシックス芦屋ルナ・ホール
【講演】 第1部　市立芦屋病院
  産婦人科  主任医長  宮田 明未
 第2部　市立芦屋病院
  副病院長  水谷　伸
  放射線科  主任医長  若田 ゆき
 第3部　市立芦屋病院
  産婦人科  部長  錢　鴻武

入場
無料

開催のご案内
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